
お話の学習指導案

教育目標

題名

年齢

主題

キーワード

韓国文化

韓国語

	㎝ ようじ(3~5さい)

	㎝ もくひょう：トラをしりぞけたカワウソのかしこさをならう。
	㎝ しゅだい：ちえ

	㎝ ハンラさん, こんごうざん, カワウソ, うさぎ, トラ, ちえ, りょこう, こ
くどおうだん(国土横断)

	㎝ もくひょう：きょうみをもっておはなしをきいて、ぎたいごとぎせいごのひ
ょうげんををしり、それらをたのしむ。

	㎝ たんご：두루두루(くまなく)、쩌렁쩌렁(がんがんと)
	㎝ ひょうげん：	
두루두루 구경했어요.(くまなくけんがくしました。)	
쩌렁쩌렁 울렸어요.(がんがんとひびきました。)

	㎝ こんごうざんのけんぶつにいったカワウソ

	㎝ もくひょう：だいかんみんこくのハンラさんとこんごうざんについて
しらべて、きょうみをもつ。

	㎝ ようそ：ハンラさん、こんごうざん、こくどおうだん(国土横断)



口演 活動内容

題名 を教える

お話の始まりの歌を歌う

おへそにお手てをあてて、こんにちは！
みなさん、こんにちは。わたしはみなさんにたのしいお話をる‘○○○’、
うつくしいお話のおばあちゃんです。

きょう、おばあちゃんがするおはなしは、タイトル、さっさとでてこい！

“こんごうざんのけんぶつにいったカワウソ”です。

みなさん、‘こんごうざん’をきいたことはありますか？そうですね。こうげん
どうにあるこんごうざんは、けしきがうつくしいことでゆうめいです。きたちょ
うせんにあるので、いまはいけませんが、おばあちゃんがかならずいってみた
いやまです。いつかは、みなさんもこんごうざんをけんぶつできたらいいです
ね。みなさん、カワウソはわたしたちよりさいしょにけしきのいいこんごうざん
にけんぶつにいったそうです。いっしょにおはなしをきいてみましょうか？

“こんごうざんのけんぶつにいったカワウソ”のおはなしのなかへしゅっぱつ！
♬ いち にい さん し！ お話のはじまり！ わたしたちみんなが たのしく、よくきい

てみましょう。 みみはピンと、めはきらっと、じゅんびはできましたか？
いち にい さん し！ しゅっぱつします。パンパン～ 

ごあいさつ



口演 活動内容

お話を聞かせる

むかし、チェジュとうのハンラさんのたにに、カワウソがすんでいました。
しかし、７ねんもひでりがつづいたために、たべるものがなくなってしまいま
した。どうしようもなくなって、カワウソはチェジュとうをたびだち、こうげ
んどうのこんごうざんにいきました。

“うぁ、ここはたべるものがおおくて、けしきもとてもきれいだな。”

カワウソはおなかいっぱいにたべて、あのみね、このみねにあがってくまな
くけんぶつしました。

あるひ、あるみねにあがって、やまのしたをみおろしていました。しかし、
そのやまのしたでは、トラいっとうがザリガニをくわえながら、のぼってく
るではありませんか？そのようすをみたカワウソはぎくっとして、こわくなり 
ました。

“たいへんだ!トラがここまであがってきたら、ぜったいにわたしをたべるだ
ろうに、どうしたらいいんだ？”

にげてもぜったいにたべられるんだから、どこかににげることもできません
でした。だから、カワウソはわるぢえをだしました。やまががんがんひびくほ
ど、おおきなこえでさけびました。

“トラくん！”



口演 活動内容

お話を聞かせる

ザリガニをつかまえていたトラは、とてもおどろいて、へんじをしました。

“はい、どなたですか？”

そしたら、カワウソはまたおおきなこえでいいました。”よくきた。このこん
ごうざんにいるトラはわたしがみんなたべたから、いっとうもいないとおも
っていた。しかし、おまえがのこっていたのだな。すぐにこっちにあがってこ
い。わたしがついでにたべてやるぞ。”

そのこえをきいたトラは、こわがってしまって、いちもくさんににげていき 
ました。

しばらくにげていたら、うさぎにあいました。

“あ？トラさん！どうしてあわててにげているのですか？”

“うさぎくん、たいへんなんだ！あのやまのみねで、だれかがわたしをたべ
ようとするから、こうやってにげていたのだ。”

トラがこわくてぶるぶるとふるえながらはなしていると、うさぎがわらって
いいました。



口演 活動内容

お話を聞かせる

“ははは！トラさん、それはちがいますよ。チェジュとうにすんでいたカワウ
ソが、たべものをさがしにここにきたそうです。そのカワウソが、どうやって
トラさんをたべるんですか？”

しかし、トラはうさぎのことばをしんじられませんでした。

“そんなことをいうな。まさか、カワウソがあえてわたしをたべるぞと、
おおごえをだすか？ぜったいにこわい、やまのけものがわたしをまって 
いるんだ。”

トラはまた、にげようとしました。

“トラさんはやまのおうではないですか。どうして、そんなにこわがるんで
すか？しんぱいしないでください。わたしのしっぽとトラさんのしっぽをむ 
すんで、いっしょにいきましょう。”

うさぎはトラをうまくなだめました。

“わかった。そしたら、うさぎくんがまえにでて、いこうぜ。”

おたがいのしっぽをむすんで、トラはしかたなくうさぎについて、カワウソ
がいるところまであがっていきました。



口演 活動内容

お話を聞かせる

そのいっぽうで、カワウソはトラをおいだして、‘もうだいじょうぶだ’と、あ
んしんしているところでした。しかし、うさぎとトラが、みねをあがってきて
いるではありませんか。

“これはどうしたら、こんどはほんとうに、しんでしまう。” 

よくかんがえたカワウソは、もういちどわるぢえをだして、おおきなこえで
いいました。

“うさぎくん！ありがとう。わたしのおじいさんのときは、しんだトラのかわ
が、１０００まいもできたよ。しかし、こんどはいきているトラをおまえのし
っぽにむすんで、つれてきてくれたのか。すぐにこっちにこい！”

このこえをきいたトラは、こわくていちもくさんにせをむけて、はしりだしま
した。とてもおどろいたうさぎが、いそいでいいました。

“トラさん、トラさん！ちょっとまって、ちょっとまってください！”

トラはおこってさけびました。

“このわるいうさぎめ！おまえがわたしをだまして、あいつにあげようとした
んだな。”



口演 活動内容

お話を聞かせる

はなしおえたトラは、うしろもふりかえらず、ぱっとにげていきました。

そのせいで、うさぎはなにがなんだかわかりませんでした。トラがとてもは
やくにげたので、うさぎはとうていおいつくことができませんでした。それで
うさぎのしっぽが、‘ぽと’とおちてしまったそうです。そのときから、うさぎの
しっぽはみじかくなり、トラのしっぽはうさぎのしっぽがついてながくなっ
たそうです。



口演 活動内容

韓国文化, 韓国語を紹介する

みなさん、おばあちゃんがしたおはなしをよくききましたか？

カワウソはチェジュとうをたびだって、こんごうざんにいき、よいけしきをくま
なく(トゥルドゥル)けんぶつしました。しかし、こわいトラをみましたね。そのと
き、カワウソはわるぢえをだして、トラをたべるぞとやまががんがん(チョロン
チョロン)とひびくほどおおごえでさけびました。‘トゥルドゥル(くまなく)’は、
まんべんなくすることで、‘チョロンチョロン(がんがん)’は、こえがとてもおお
きくて、ひびくおとやそのようすをひょうげんしたことばです。

みなさんはやまにいったことがありますか？カワウソはどこのやまにいきま
したか？

はい、カワウソはハンラさんもいって、こんごうざんにもいきましたね。ハンラ
さんは、だいかんみんこくでいちばんたかいやまで、チェジュとうにあります。
しかし、７ねんのあいだ、ひでりにはいったため、たべるものがなくなってハン
ラさんにすめなくなったそうです。それで、こうげんどうにあるこんごうざんへ
いきました。いちまんにせんこのみねでゆうめいなこんごうざんは、けしきが
ほんとうによくて、カワウソはあのみね、このみねにあがって、こうふんしてけ
んぶつしたそうです。みなさんもハンラさんとこんごうざんのうつくしいけし
きがきになりますね？‘どらんどらん　お話ホームページ’でくわしいないよう
をしらべてみてね！



口演 活動内容

お話のあとのうたをうたう

ごあいさつ

みなさん、おばあちゃんと“こんごうざんのけんぶつにいったカワウソ”のお
はなしをいちどまとめてみましょうか？

こんごうざんをけんぶつしていたカワウソは、トラをみてもにげませんでし
た。むしろ、どきょうがあるこうどうととんちのあることばづかいで、トラをお
いやりました。こわがるトラをなだめるために、トラとしっぽをむすんだうさ
ぎは、トラがこわがってにげてしまったので、しっぽがおちてしまいました。だ
から、うさぎのしっぽはよりみじかくて、トラのしっぽはいまのように、ながくな
ったというおはなしでした。

そしたら、お話のおわりのうたをいっしょにうたいながら、おばあちゃんとあ
いさつします 。 お話のおわりのうた、はじまり！
♬ いち にい さん し！お話のはじまり！ わたしたちみんなが たのしく、よくきい

てみましょう。 みみはピンと、めはきらっと、じゅんびはできましたか？ 
いち にい さん し！ しゅっぱつします。パンパン～

おへそにお手てをあてて、ごあいさつ！
みなさん、つぎのうつくしいお話のおばあちゃんであいましょう。
さようなら！

お話を整理する 


